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ベルタ・フォン・ズットナー
ノーベル平和賞受賞百周年記念

『武器を捨てよ』　－　これはベルタ・フォン・ズットナーの最も有名な長
編小説の題名であり、またこの注目に値する女性が取り組んだ最も重要
な生涯の目標でした。ベルタ･フォン･ズットナーへのノーベル平和賞授与
100周年記念日は、ズットナーの業績を振り返り、それについて論ずる絶
好の機会です。

ベルタ･フォン･ズットナーは、ノーベル平和賞を受賞した最初の女性であ
っただけでなく、彼女の友人であり後援者であるアルフレッド・ノーベル
に、ノーベル平和賞創設のヒントを与えた女性でもあります。

文筆家として、また講演者として、ベルタ・フォン・ズットナーは世界に広が
る平和運動の先頭に立って行動しました。当時の趨勢とは反対に、彼女は
国家主義の狂信に立ち向かい、戦争と憎しみを扇動する人々や反ユダヤ
主義者が掲げる攻撃的スローガンに断固として反対したのです。彼女はこ
れらのイデオロギーが持つ破壊的な力を見抜き、予言者のごとく述べまし
た。「次に起こる戦争は、これまでの戦争とは比較にならないほど、恐ろし
いものになるでしょう」と。

ベルタ・フォン・ズットナーは、20世紀の破壊的な世界戦争を体験するこ
となく、世を去りました。この恐ろしいふたつの世界戦争の経験を知る私
たちには、ズットナーが生涯をかけた事業を思い起こし、さらに推し進めて
いく使命があります。

オーストリアの外交は、ベルタ・フォン・ズットナーの精神を受け継ぎ、こ
れからも世界の平和と人権を守るために尽力してまいります。なぜなら
継続的な平和と安全は、人権が保障されているところにしか在りえない
からです。

オーストリア共和国
外務大臣

Dr．ウルズラ・プラスニック
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ベルタ・フォン・ズットナー（1843 - 1914）
年表

1843年6月9日：ベルタ・ゾフィア・フェリツィタ・キンスキー・フォン・ヒニッ
ツ・ウント・テッタウ伯爵令嬢、プラハのアルトシュテッター・リング通りに
面したキンスキー邸で生まれる。幼少期を母ゾフィーのもと、ブルノ（現在
のチェコ共和国）で過ごす。
1856年～1873年：ウィーンに転居、のちにウィーン近郊のクロースター
ノイブルクに転居する。ヴィースバーデン、パリ、バーデン・バーデン、ベネチ
ア、バート･ホンブルクに滞在する。
1864年夏：ミングレリア公国（西グルジア地方）のエカテリーナ・ダディア
ーニ大公夫人とバート･ホンブルクで知り合う。
1873年～1875年：ウィーンおよびニーダーエスターライヒ州ハルマンス
ドルフにおいて、カール・フォン・ズットナー男爵家の４人の令嬢の住み込
み家庭教師。男爵の令息アルトゥーアと密かな関係。
1875年秋～1876年夏：パリにてアルフレッド・ノーベルの秘書。
1876年6月12日：ウィーン・グンペンドルフ（現在のウィーン６区）の聖エ
ギディオ教会でアルトゥーア・フォン・ズットナーと密かに結婚。
1876年夏～1885年春：ズットナー夫妻はグルジアで生活する。チフリス
市（現在のトビリシ市）、クタイス市、ズグディディ市に滞在。
1885年5月：オーストリアに帰国。
1885年10月：ベルリンの作家会議に出席。
1886年から1887年にかけての冬：パリ滞在。
はじめて平和運動を知る。
1889年：『武器を捨てよ』発刊。
1890年から1891年にかけての冬：ベネチア滞在。「列国議会同盟」の出
席者と接触。
1891年：ローマで開催された第3回世界平和会議への、初めての本格的
公式参加。「オーストリア平和協会」設立。
1892年：「反ユダヤ主義防止協会」設立、ベルリン、ベルン、チューリッヒ
へ旅行。
1896年12月10日：アルフレッド・ノーベル死去。
1899年：第1回ハーグ平和会議。
1902年12月10日：アルトゥーア・フォン・ズットナー死去。
1903年：モナコに「国際平和研究所」開設。
1904年：第1回アメリカ旅行、ボストン世界平和会議。ワシントンで大統
領セオドア・ルーズベルトに接見。
1905年12月：ズットナーへのノーベル平和賞授与が認定される。
1906年春：クリスティアニア（現在のオスロ）でノーベル平和賞を受賞。ス
カンジナビア半島を縦断する講演旅行。
1907年：第2回ハーグ平和会議。
1912年：第2回アメリカ旅行。
1914年6月21日：ベルタ・フォン・ズットナー、ウィーンで死去。遺体は遺
志により火葬、ベルタの遺骨はドイツのゴータに安置さていれる。
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少女時代と青年期

ベルタ・ゾフィア・フェリツィタ・キンスキ
ー・フォン・ヒニッツ・ウント・テッタウ伯
爵令嬢は、1843年6月9日、プラハ（現
在のチェコ共和国）で生まれる。伯爵令
嬢として生まれたが、一度として「上流
階級」に属したことはなかった。ベルタの
母ゾフィーは市民の出であり、夫の死後
はその実家から関係を絶たれる。

プラハ、ズットナーの所有地から見た1900年頃の写真

オーストリア軍の高官であったキンスキー家の四兄弟。ベルタの父フランツ・ヨーゼフ（左
から二人目）は、彼女が生まれる前に75歳で死去する。

若いベルタは母親の傍ら
で贅沢な社交界の生活
を送る。

一攫千金を夢見た母親は、カジノの賭
事でベルタの財産もすべて失う。
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ズットナー家の住み込み家庭教師

ベルタは、金持ちの男に自分を売り渡す
ことはできなかった。ズットナー男爵家
で令嬢たちの住み込み家庭教師として、
自発的に働いて収入を得る。令息のひと
り、アルトゥーア・フォン・ズットナー（後
のベルタの夫）に恋をする。

三度の婚約　－　結婚には到らず
グスタフ・フォン・ハイネ-ゲルデルン男爵、
イギリス人詐欺師（姓名不詳）、
アドルフ・ツー・サイン-ヴィトゲンシュタイン-ホーエンシュタイン公

グスタフ・フォン・ハイネ-ゲルデルン。ベルタは、この34歳年上の大富豪との婚約を解消する。

現在のハルマン
スドルフ城

ズットナー家の使用人たち。伯爵家生まれ
の彼女も、住み込み家庭教師として、今や
使用人に等しかった。

ニーダーエースターライヒのハルマンスドルフにある地
所で、ベルタはズットナー家と幸せな時を過ごす。
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アルフレッド・ノーベル

ダイナマイトの発明で大富豪となったア
ルフレッド・ノーベルは数年間、各地を
転 と々したあと、パリに定住し、新聞広告
を出して秘書を探す。ベルタはそれに応
募し、即座に採用される。

パリの風景

アルフレッド・ノーベル。孤独で憂鬱になりがちな彼
は、博識で外国語の堪能なベルタに恋をする。

ズットナーからノーベルに送
られた葉書

マラコフ通りにあったノーベルのパリの邸
宅。この豪勢な建物で、ベルタは住み込みで

働いた。

ノーベル
の化学
実験室

「極めて恐ろしい大量の破壊力を持つがゆえに、戦争がそもそも行
われなくなるような物質、あるいは機械を私は作りたい」

（アルフレッド・ノーベル）
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コーカサスでの年月

アルトゥーア・フォン・ズットナーへの愛
から、ベルタは1876年にパリを離れる。
密かに結婚した後、夫妻はグルジアへ赴
く。経済的に困窮するなか、ベルタは語
学教師や音楽教師として生活費を稼ぐ。

ティフリス、ベルタ・フォン・ズットナー所蔵の同時代の写真

お金を稼ぐため、ベルタはオー
ストリアの新聞に連載小説を書
き、それによって次第に有名に
なっていく。

色鮮やかな画集には、コーカサスの「エキゾチック」な生活が描かれて
いる。

ズットナーの後援者、エカテリーナ・
フォン・ミングレーリン領主夫人

７歳年下の夫、アルトゥーア・フォ
ン・ズットナー。晩年の肖像。

太って近視のベルタ・フォン・ズットナー、グルジアで彼
女の夫が描いたカリカチュア
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ヨーロッパに戻って　－　パリ

コーカサスで数年間過ごした後、夫妻は
ヨーロッパに戻る。パリで、ベルタ・フォン
・ズットナーは初めて組織化された平和
運動の存在を知る。それによって、彼女
は生涯のテーマを見つけた。

有名なフランスの作家
エミール・ゾラは、ズッ
トナーと交流があった。

詩人アルフォンス・ドーデー
の家で、ズットナーは初めて
平和運動とつながりを持つ。

『機械時代』　－　1888年に出版されたこの本
の中で、ズットナーは初めて国際的な平和運動に
言及する。

パリの風景
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武器を捨てよ

1889年に出版された『武器を捨てよ』
は、平和を熱烈に訴え、戦争の悲惨さを
写実的に描き出して、当時の読者に衝
撃を与えた。ズットナーは平和運動の先
駆者となってゆく。彼女は、ほぼ独力で
1891年にオーストリア平和協会を設立
する。

この反戦小説は、19世紀に最も大きな世界的成功を
収めた本のひとつである。

ズットナーに多大な援助をした、ア
ルフレッド・ノーベルのオーストリ

ア平和協会会員証。

オーストリア平和協会
の月報

平和主義者レオ・トルストイもズットナーの本に深
い感銘を受ける。

有名になったズット
ナーは、風刺画の題

材にされる。
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反ユダヤ主義に対する闘い

ズットナー夫妻は、ますます攻撃的にな
る反ユダヤ主義に、反対の立場を明確に
する。1891年、アルトゥーア・フォン・ズッ
トナーが「反ユダヤ主義防止協会」を設
立し、ベルタはそれを熱心に支持する。
これによって、夫妻は国粋主義者、教権
主義者、反ユダヤ主義者を敵にまわす。

「迫害の犠牲者を迫害から守るには
たったひとつの誠実な方法しかありません　－　
彼らの側に立つことです」 （ベルタ・フォン・ズットナー）

テオドーア・ヘルツルの新聞「ディ・ヴェルト（世界）」に掲載された、
アルトゥーア・フォン・ズットナーの「シオニストの運動に関する考察」

テオドーア・ヘルツルの『ユダヤ人
国家』。『武器を捨てよ』に倣った

傾向的な著作。

同時代の反ユダヤ主義の風刺画

シオニズムの創始者テオドーア・ヘル
ツル。彼はズットナー夫妻と親交があ
ったが、「防止協会」に対して懐疑的

であった。

Prominente Mitglieder des „Anti-Vereins“: 協会の高名な会員：
Ludwig Ganghofer, Schriftsteller, ルートヴィヒ・ガングホーファー、作家
Hermann Nothnagel, Mediziner,ヘルマン・ノートナーゲル、医学者
Johann Strauß Sohn, Komponist, ヨハン・シュトラウス２世、作曲家
Carl von Hasenauer, Architekt, カール・フォン・ハーゼナウアー、建築家 
Peter Rosegger, Schriftsteller, ペーター・ローゼッガー、作家
Richard von Krafft-Ebing, Psychiater, リヒャルト・フォン・クラフト-エー
ビング、精神科医
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国際会議

世界的に有名な女性となったベルタ・フ
ォン・ズットナーは、多くの平和会議で様
々な人物と接触し、倦むことなく国際平
和運動のために働く。

毎年開催された平和会議に、初めて本格的に公
式参加したズットナー。

ズットナーの大切な三人の同志：ドイツ人のルドルフ・フィルヒョー、スイス人のエリー・デュコマン、フランス人のフレデリック・パシー

Alfred Nobel bleibt Suttner gegenüber skeptisch: 
„Meine Fabriken werden vielleicht dem Krieg noch früher ein Ende machen als Ihre Kongresse: an dem Tag, da zwei Armeekorps sich gegenseitig in einer Sekunde 

werden vernichten können, werden wohl alle zivilisierten Nationen zurückschaudern und ihre Truppen verabschieden.“
アルフレッド・ノーベルは、ズットナーの努力に対して懐疑的であった。

「私の工場のほうが、あなた方の会議よりも早く戦争を終結させられるかもしれません。向き合う双方の軍隊が一瞬にして消し去られるような日が訪れたら、文明化したすべての国々は、おそらく恐怖に震えて自軍を撤退させ
るでしょう」
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「ロシアの平和皇帝」

ズットナーは1894年、ロシアの新皇帝
ニコライ2世に大きな期待を寄せる。事
実、皇帝は軍備縮小と国際平和会議を
求める「平和のマニフェスト」を布告す
る。しかし、彼のフィンランド政策や満州
政策によって、その偽りが明らかとなる。
ズットナーは長い間ニコライ2世を擁護
し、多くの同志を困惑させる。

「国民の意志よ、帆を膨らませよ！　平和を目指す船に、
船長が誕生したのです・・・もう一息です！」
ズットナーが「ロシアの平和皇帝」に抱いた、熱狂的な
期待の例。

「平和の天使とフィン
ランドの童話」この風刺
画は、ニコラウスのマニ
フェストとフィンランド
における彼の軍隊の残
忍な行動との矛盾を示
している。

ズットナー夫人：わかりましたわ、あなたはご自分の銃剣を研ぐことが、平
和だと言うのですね？

ロシア人：誓って言うが、銃剣を研いでいる間は、私は平和を願ってい
るのだ。

「ロシア皇帝と平和の天使」。ロシアの熊にかみつ
かれ、やつれた平和の天使にニコラウス２世がキス
をしている。
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ハーグ平和会議

ロシア皇帝の提唱により、最初の平和会
議が1899年にオランダのハーグで招
集される。しかし、参加者は平和運動家
ではなく、外交官、各国政府高官や軍人
であった。軍備縮小と戦時国際法につい
ての論議は、ほとんど成果をもたらさな
かった。

ズットナーは、テオドーア・ヘルツルの新聞「ディ・ヴェルト（世界）」の特派員として
ハーグに赴き、そこでシオニズムのためにも活動する。

„Europa beeile dich, dich zu verbrüdern, beeile dich, den 
Krieg unter deinen Nationen auszuschalten, sonst kann der 

nächste Zwischenfall dich zugrunde richten.“

「ヨーロッパよ、早急に親交を結び、国家間の戦争を止めなさい。さもな
ければ次の紛争によって、ヨーロッパは破滅するかもしれません」

ズットナーをからかう平和
の天使

「ハーグへ！　－　荷造りは終わりました。明日は
『平和誕生の地』へ出発です･･･」

「おおー、ベルタさん、なんとすてきな香りでしょう！」
　－　インディアンに扮し、平和のパイプをくゆらすヨーロ

ッパの国家元首。
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モナコ公国、アルベール大公

モナコ公国のアルベール大公もズットナ
ーの影響を受け、ヨーロッパの平和運動
に参加する。ズットナーは、将来、彼から
経済的な支援を得たいと望んでいたが、
その希望は叶わなかった。

モナコの宮殿。ウィーンにいる家政婦に送ったズットナーの葉書から。
「これが私の住居です」との書き込みが見える。

モナコのアルベール大公

有名なモンテ・カルロのカジノ

モンテ・カルロの平和研究所開設
の後で。左端がズットナー、その隣

がアルベール大公。
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アメリカ

ズットナーは、アメリカ合衆国で最も大
きな成功を収める。ここで彼女は、女性
運動の代表としてもてはやされた。高齢
にもかかわらず、ズットナーは絶えず平
和運動の支持者を探し求め、1904年と
1912年にアメリカへ渡る。

ズットナーは旅先から彼女の家政婦カティ・ブーフインガーにたくさんの葉
書を送った

「これは今日、無事に到着したサンフランシスコの港です」

ズットナーとアメリカの女権拡
張論者。彼女の横に座っている
のは、新聞王ウィリアム・Ｒ・ハー
スト夫人。

アメリカの大実業家アンドルー・カーネギーも、
高額の資金を提供して平和運動を支持した。

ニューヨークのシャトーカ（文化講演会）会場にて。数千人の聴衆を前に、英語で平和についての講演を行うズットナー。
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ノーベル賞

ズットナーがいなければ、ノーベル平和
賞は存在しなかったであろう。それは彼
女もはっきりと意識していた。彼女は最
初の数年間、受賞を逃したことにひどく
落胆する。ズットナーは平和運動のため
にも、彼女自身のためにも、切実に資金
を必要としていた。

ウィーンの仕事部屋のズットナー。背景にあるヤシの葉で飾られた肖像
は、1902年に死去した夫アルトゥーア。

演説をする優雅な寡婦

ズットナーがノーベル賞認定の知らせを受け取っ
たのは1905年、ドイツの講演旅行中であった。

ズットナーは、すでに風刺画家から「平和のベル
タ」と嘲弄されていた。

「私をからかおうなんて、自然というのはなんと
恥知らずでしょう」

ズットナーの最も親しい協
力者、ジャーナリストのアル
フレート・ヘルマン・フリー
ト。彼もまた1911年にノー
ベル平和賞を受賞する。

フリートに贈られたズットナーの献辞
「始めは私の弟子となり、後に私の助手、最後は私の支えとなら
れた方（A. H. Fried）に、この本を贈ります」
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世界大戦の前

あらゆる国家が慌しく軍備拡張をすす
めていた。ズットナーは絶望的になりな
がらも、大規模な戦争が起きる危険性
を叫び、嘲笑される。彼女の死から1週
間後、1914年6月21日、オーストリアの
皇位継承者フランツ・フェルディナント
が、サライェヴォで銃撃により暗殺され
る。その1ヵ月後、オーストリア・ハンガリ
ー帝国はセルビアに宣戦布告する。第
一次世界大戦が始まる・・・

ズットナーは最後まで差し迫った戦争
を回避するために戦った。

„Die Menschen begreifen nicht, was vorgeht ... Warum tut ihr nichts, ihr jungen Leute? 
Euch geht es vor allem an! Wehrt euch doch, schließt euch zusammen! 
Laßt nicht immer alles uns paar alte Frauen tun, auf die niemand hört.“ 

(Suttner zu Stefan Zweig)
「これから始まろうとしていることに、人々は気づいていないのです・・・若いあなたたちが、なぜ何もしないので
すか？最も関わりがあるのは、あなたたちです！抵抗しなさい、団結しなさい！誰も耳を傾けない私たち数名の老

婦人に、いつもすべてを任せてはいけません！」
（ズットナーのシュテファン・ツヴァイクへの言葉）

オーストリア-ハンガリー帝国とドイツ帝国
「かくも強い同胞愛の戦争は、我らに勇気と力と
勝利を与える！」

「血の海に沈むバルカ
ン半島」
第一次バルカン戦争　
1911年
第二次バルカン戦争　
1913年
第三次バルカン戦争　
1914年

運命的な「ニーベルンゲンの信義」で結ばれた、オー
ストリア皇帝フランツ・ヨーゼフ（右）とドイツ皇帝ヴィ
ルヘルム二世
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ー帝国はセルビアに宣戦布告する。第
一次世界大戦が始まる・・・

ズットナーは最後まで差し迫った戦争
を回避するために戦った。

„Die Menschen begreifen nicht, was vorgeht ... Warum tut ihr nichts, ihr jungen Leute? 
Euch geht es vor allem an! Wehrt euch doch, schließt euch zusammen! 
Laßt nicht immer alles uns paar alte Frauen tun, auf die niemand hört.“ 

(Suttner zu Stefan Zweig)
「これから始まろうとしていることに、人々は気づいていないのです・・・若いあなたたちが、なぜ何もしないので
すか？最も関わりがあるのは、あなたたちです！抵抗しなさい、団結しなさい！誰も耳を傾けない私たち数名の老

婦人に、いつもすべてを任せてはいけません！」
（ズットナーのシュテファン・ツヴァイクへの言葉）

オーストリア-ハンガリー帝国とドイツ帝国
「かくも強い同胞愛の戦争は、我らに勇気と力と
勝利を与える！」

「血の海に沈むバルカ
ン半島」
第一次バルカン戦争　
1911年
第二次バルカン戦争　
1913年
第三次バルカン戦争　
1914年

運命的な「ニーベルンゲンの信義」で結ばれた、オー
ストリア皇帝フランツ・ヨーゼフ（右）とドイツ皇帝ヴィ
ルヘルム二世



ズットナーとノーベル賞

ベルタ・フォン・ズットナーとアルフレッド
・ノーベルの友情は20年間続いた。ズッ
トナーは、平和運動に高額の寄付をする
よう、何度もこの大富豪に働きかけた。
1896年、ノーベルが死ぬ一週間前に
も、彼女は彼に宛てて手紙を書いていた。
「そして、このことも心からお願いいた
します。あなたの支援を絶対に止めない
でください。絶対に。私たちはだれもいつ
かは墓に入りますが、たとえその後にお
いても」彼の遺言について、ズットナーは
当時まだ何も知らなかった。

2004 Wangari Maathai
2003 Shrin Ebadi
2002 Jimmy Carter
2001 Οργανισμός Ηνωμένων Εθνών και Γενικός   
Γραμματέας του OHE, Kofi  Annan
2000 Kim Dae Jun 
1999 Medicins sans Frontieres
1998 John Hume και David Trimble
1997 Διεθνής Εκστρατεία για την Απαγόρευση   
των Ναρκών Ξηράς και Jody Williams
1996 Carlos Felipe Ximenes Belos και Jose Ramos- 
 Horta
1995 Joseph Rotblat και Διασκέψεις  Pugwash για  
 την Επιστήμη και τις Διεθνείς Υποθέσεις
1994 Jassir Arafat, Shimon Peres και Yitzak Rabin
1993 Nelson Mandela και Frederik Willem de Klerk
1992 Rigoberta Menschu Tum
1991 Aung San Suu Kyi
1990 Michali Gorbatschow
1989 Tenzin Gyatso, 14ος  Δαλάι Λάμα
1988 Ειρηνευτικά Στρατεύματα του ΟΗΕ
1987 Oscar Arias Sanchez
1986 Elie Wiesel
1985 Διεθνείς Ιατροί για την Αποτροπή του   
 Πυρηνικού Πολέμου
1984 Desmond Mpilo Tutu
1983 Lech Walesa
1982 Alva Myrdai
1981 Ύπατη Αρμοστεία των Ηνωμένων Εθνών για  
 τους Πρόσφυγες
1980 Adolfo Perez Esquivel
1979 Μητέρα Τερέζα
1978 Anwar as-Sadat και Menachem Begin
1977 Διεθνής Αμνηστία
1976 Betty Williams και Mairead Corrigan
1975 Andrej Sacharow
1974 Sean Mac Bride και Eisaku Sato
1973 Henry Kissinger και Le Duc Tho (αρνήθηκε να  
 παραλάβει το Βραβείο)
1972 Δεν απενεμήθη Βραβείο

1971 Willy Brandt
1970 Norman Bortaug
1969 Διεθνής Οργανισμός Εργασίας
1968 Rene Cassin
1967 Δεν απενεμήθη Βραβείο
1966 Δεν απενεμήθη Βραβείο
1965 UNICEF
1964 Martin Luther King
1963 Διεθνής Επιτροπή του Ερυθρού Σταυρού και  
 «Ligue des Societes de la Croix-Rouge»
1962 Linus Pauling
1961 Dag Hjalmar Agne Carl Hammarskjöld
1960 Albert John Lutuli
1959 Philip Noel-Baker
1958 Georges Henri Pire
1957 Lester Bowies Pearson
1956 Δεν απενεμήθη Βραβείο
1955 Δεν απενεμήθη Βραβείο
1954 Ύπατη Αρμοστεία των Ηνωμένων Εθνών για  
 τοςυ Πρόσφυγες
1953 George Catlett Marshall
1952 Albert Schweizer
1951 Leon Jouhaux
1950 Ralph Bunche
1949 Λόρδος John Boyd Orr von Brechin
1948 Δεν απενεμήθη Βραβείο
1947 Εκπροσώπηση των Kουάκερων από   
 το «»The Friend Service Council» και την   
 «The American Friends Service Committee»
1946 Emily Greene Balch και John Raleigh Mott
1945 Cordell Hull
1944 Διεθνής Επιτροπή του Ερυθρού Σταυρού
1943 Δεν απενεμήθη Βραβείο
1942 Δεν απενεμήθη Βραβείο
1941 Δεν απενεμήθη Βραβείο
1940 Δεν απενεμήθη Βραβείο
1939 Δεν απενεμήθη Βραβείο
1938 Offi  ce International Nansen pour les Refugies
1937 Cecil of Chelwood
1936 Carlos Saavedra Lamas

1935 Carl von Ossietzky
1934 Arthur Henderson   
1933 Sir Norman Angell 
1932 Δεν απενεμήθη Βραβείο   
1931 Jane Adams και Nicholas Murray Butler   
1930 Lars Olof Jonathan Söderblom   
1929 Frank Billings Kellogg    
1928 Δεν απενεμήθη Βραβείο     
1927 Ferdinand Buisson και Ludwig Quidde   
1926 Aristide Briand και Gustav Stresemann   
1925 Austen Chamberlain και Charles Gates Dawes
1924 Δεν απενεμήθη Βραβείο     
1923 Δεν απενεμήθη Βραβείο  
1922 Fridtjof Nansen    
1921 Karl Hjalmar Branting και Christian Lous   
 Lange    
1920 Leon Victor Auguste Bourgeois 
1919 Thomas Woodrow Wilson    
1918 Δεν απενεμήθη Βραβείο  
1917 Διεθνής Επιτροπή του Ερυθρού Σταυρού 
1916 Δεν απενεμήθη Βραβείο     
1915 Δεν απενεμήθη Βραβείο    
1914 Δεν απενεμήθη Βραβείο    
1913 Henri la Fontaine  
1912 Eilhu Root  
1911 Tobias Michael Carel Asser και Alfred   
 Hermann Fried   
1910 Bureau International Permanent de la Paix  
1909 Auguste Marie Francois Beemaert και Paul   
 henribenjamin Balluet dʼ Estournelles de   
 Constant     
1908 Klas Pontus Arnoldson και Fredrik Bajer   
1907 Ernesto Teodoro Moneta και Louis Renault  
1906 Theodore Roosevelt    
1905 Bertha von Suttner    
1904 Institut de Droit International   
1903 Sir William Randal Cremer   
1902 Elie Ducommun και Charles Albert Gobat   
1901 Jean Henri Dunant και Frederic Passy  

ズットナーとノーベル賞

ベルタ・フォン・ズットナーとアルフレッド
・ノーベルの友情は20年間続いた。ズッ
トナーは、平和運動に高額の寄付をする
よう、何度もこの大富豪に働きかけた。
1896年、ノーベルが死ぬ一週間前に
も、彼女は彼に宛てて手紙を書いていた。
「そして、このことも心からお願いいた
します。あなたの支援を絶対に止めない
でください。絶対に。私たちはだれもいつ
かは墓に入りますが、たとえその後にお
いても」彼の遺言について、ズットナーは
当時まだ何も知らなかった。

2004 Wangari Maathai
2003 Shirin Ebadi
2002 Jimmy Carter
2001 The United Nations, Kofi  Annan
2000 Kim Dae Jung
1999 Doctors Without Borders
1998 John Hume, David Trimble
1997 International Campaign to Ban Landmines, 
 Jody Williams
1996 Carlos Filipe Ximenes Belo, José Ramos-Horta
1995 Joseph Rotblat, Pugwash Conferences on
 Science and World Aff airs
1994 Yasser Arafat, Shimon Peres, Yitzhak Rabin
1993 Nelson Mandela, Frederik Willem de Klerk
1992 Rigoberta Menchú Tum
1991 Aung San Suu Kyi
1990 Mikhail Sergeyevich Gorbachev
1989 Tenzin Gyatso (The 14th Dalai Lama)
1988 The United Nations Peace-keeping Forces
1987 Oscar Arias Sánchez
1986 Elie Wiesel
1985 International Physicians for the Prevention of 
 Nuclear War
1984 Desmond Mpilo Tutu
1983 Lech Walesa
1982 Alva Myrdal, Alfonso García Robles
1981 The Offi  ce of the United Nations High 
 Commissioner for Refugees
1980 Adolfo Pérez Esquivel
1979 Mother Teresa
1978 Mohammad Anwar Al-Sadat, Menachem Begin
1977 Amnesty International
1976 Betty Williams, Mairead Corrigan
1975 Andrei Sakharov
1974 Seán MacBride, Eisaku Sato
1973 Henry A. Kissinger, Le Duc Tho
1972 The Prize was not allocated
1971 Willy Brandt
1970 Norman Ernest Borlaug
1969 The International Labour Organization

1968 René Cassin
1967 The Prize was not allocated
1966 The Prize was not allocated
1965 United Nations Childrenʻs Fund
1964 Martin Luther King Jr.
1963 The International Committee of the Red Cross, 
 The League of Red Cross Societies
1962 Linus Carl Pauling
1961 Dag Hjalmar Agne Carl Hammarskjöld
1960 Albert John Lutuli
1959 Philip John Noel-Baker
1958 Georges Pire
1957 Lester Bowles Pearson
1956 The Prize was not allocated
1955 The Prize was not allocated
1954 The Offi  ce of the United Nations High 
 Commissioner for Refugees
1953 George Catlett Marshall
1952 Albert Schweitzer
1951 Léon Jouhaux
1950 Ralph Bunche
1949 Baron John Boyd Orr of Brechin
1948 The Prize was not allocated
1947 The Friends Service Council, The American 
 Friends Service Committee (the Quakers)
1946 Emily Greene Balch, John Raleigh Mott
1945 Cordell Hull
1944 The International Committee of the Red Cross
1943 The Prize was not allocated
1942 The Prize was not allocated
1941 The Prize was not allocated
1940 The Prize was not allocated
1939 The Prize was not allocated
1938 The Nansen International Offi  ce for Refugees
1937 Viscount Cecil of Chelwood
1936 Carlos Saavedra Lamas
1935 Carl von Ossietzky
1934 Arthur Henderson
1933 Sir Norman Angell
1932 The Prize was not allocated

1931 Jane Addams, Nicholas Murray Butler
1930 Lars Olof Jonathan Söderblom
1929 Frank Billings Kellogg
1928 The Prize was not allocated
1927 Ferdinand Edouard Buisson, Ludwig Quidde
1926 Aristide Briand, Gustav Stresemann
1925 Sir Austen Chamberlain, Charles Gates Dawes
1924 The Prize was not allocated
1923 The Prize was not allocated
1922 Fridtjof Nansen
1921 Karl Hjalmar Branting, Christian Lous Lange
1920 Léon Victor Auguste Bourgeois
1919 Thomas Woodrow Wilson
1918 The Prize was not allocated
1917 The International Committee of the Red Cross
1916 The Prize was not allocated
1915 The Prize was not allocated
1914 The Prize was not allocated
1913 Henri La Fontaine
1912 Elihu Root
1911 Tobias Michael Carel Asser, Alfred Hermann 
 Fried
1910 The Permanent International Peace Bureau
1909 Auguste Marie François Beernaert, Baron De 
 Constant de Rebecque Paul Henri Benjamin 
 Balluet dʻEstournelles de Constant
1908 Klas Pontus Arnoldson, Fredrik Bajer
1907 Ernesto Teodoro Moneta, Louis Renault
1906 Theodore Roosevelt
1905 Baroness Bertha Sophie Felicita von Suttner 
 née Countess Kinsky von Chinic und Tettau
1904 The Institute of International Law
1903 Sir William Randal Cremer
1902 Élie Ducommun, Charles Albert Gobat
1901 Jean Henry Dunant, Frédéric Passy


